
SATテクノロジー・ショーケース2018

 

   

■ はじめに 
近年、和牛の飼養頭数の減少が続き、子牛価格の高騰

が深刻さを増している。子牛の増数には十分な数の受精
卵（の流通）が前提となり、卵子はその数倍の数が必要と
される。過去40年間で繁殖学に基づく科学技術は目覚し
い進歩を遂げたが、卵子そのものを培養技術で作り出す
ことはできなかった。卵子は卵子の「素」（卵母細胞）が発
育してできる。マウスでは発育初期の卵母細胞からは培
養で卵子を作ることができていたが、その効率は極めて悪
かった。また、卵母細胞はすでに減数分裂の途上にある
ため増殖させることができなかった。胎子の卵巣には卵母
細胞になる前の増殖可能な始原生殖細胞が存在する。こ
れまで始原生殖細胞から卵子を培養で作り出すことは不
可能であったが、マウスで卵子の完全体外作出が成功す
れば、その先には、ウシへの応用だけでなく、卵子形成の
メカニズムの解明、希少動物の保存、不妊治療への手が
かりの発見など、大きな展望が開かれる。 

 
■ 活動内容 
１．本研究の概要 

12.5日齢のマウス胎子の卵巣を培養し、その中の始原
生殖細胞を成熟卵子へと段階的に分化させる。途中で卵
巣を解体し、卵母細胞を包む卵胞の組織培養へと展開さ
せ、計30日以上の培養を行って成熟卵子を得る。その流
れを図１に示す。 

 
２．開発の決め手となった二つの発見 
従来、器官培養した卵巣から卵胞を取り出す際に卵母

細胞の多くが失われる問題と、生き残った卵母細胞の発
育が悪いという問題があった。そこで、効率よく分離した卵
胞を効率よく培養する実験系を次のようにして開発した。 
●「卵胞形成不全」の問題 
培養液に添加する血清中のエストロジェンが原始卵胞

の形成を阻害していることを見出し、エストロジェン受容体
の拮抗剤を添加することによって採取可能な卵胞数を増
やすことに成功した（尾畑らを中心に開発）。 
●「高分子化合物の不足による悪い培養環境」の問題 
一般的な培養液では高分子化合物の役割が著しく軽

視されており、卵母細胞の発育不全の主な理由の一つで
あることを発見した。従来よりも高濃度の高分子（ポリビニ
ルピロリドン）を添加することにより卵母細胞の生存・発育
を効率化した（平尾らによる開発）。 

 
３．結果 
作出された卵子は受精能力と胚発生能力を備えており、

それらの胚を移植することにより、世界で初めて完全体外
作出卵子から産子を得ることに成功した。得られたマウス
産子は健常であり、子孫を残すこともわかった。 
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